
風力発電のある風景フォトコンテスト
日本風力発電協会が主催した写真コンテストで
工藤勝さん(字古丹別)が撮影した２枚の写真が最優秀賞に輝いた。
上平グリーンヒルウインドファームの風車群が、雪原の中で見事に立ち並ぶ。
もう一枚は、タンポポが咲き誇る牧草地に、青空にそびえる風車群に春の陽気を
感じる作品。全国９７点の応募の中からの栄冠だ。
工藤さんは、これまで北海道二科展などさまざまなコンテストで
入選しているが、今回の受賞について「感無量です」と喜びを語る。
この写真、とこやはどこや（古丹別）店舗内で展示されている。

写真：日本風力発電協会提供
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町
職
員
の
給
料
と

職
員
数
の
あ
ら
ま
し

人
件
費
と
は
、
職
員
な
ど
に
支
給

す
る
給
与
と
退
職
手
当
、
共
済
費
な

ど
を
含
む
使
用
者
負
担
分
の
費
用
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
を
平
成
16
年
度
普

通
会
計
で
み
る
と
表
１
の
と
お
り
と

職
員
の
給
与
は
、
基
本
給
与
と
し
て
の
給
料
と
扶
養
手
当
や
通
勤
手
当

な
ど
の
諸
手
当
か
ら
な
っ
て
お
り
、「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
人
　
件
　
費

な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
件
費
の
う
ち
、
給
料
、

扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
諸
手
当

を
合
わ
せ
た
職
員
給
与
費
に
つ
い
て

は
、
表
２
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

職
員
の
給
料
月
額
は
、
給
料
表
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
給
料

表
は
職
務
の
内
容
、
責
任
の
度
合
い

に
基
づ
い
た
級
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。町

長
や
町
議
会
議
員
な
ど
の
特
別

職
を
除
く
す
べ
て
の
職
員
に
お
け
る

一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
は
、
表

３
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
給
　
料
　
表

一
般
職
員
の
給
料
は
、
一
定
の
期

間
良
好
な
成
績
で
勤
務
し
た
と
き
１

号
俸
昇
給
し
ま
す
。

学
歴
別
の
初
任
給
は
、
表
４
の
と

お
り
で
す
。

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
の
平
均

給
料
月
額
は
、表
５
の
と
お
り
で
す
。

◆
給
　
料

民
間
の
賞
与
に
当
た
る
期
末
・
勤

勉
手
当
は
、
年
２
回
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
支
給
時
期
と
支
給
割
合
は
、
表

６
の
と
お
り
で
す
。

職
員
に
は
給
料
の
ほ
か
に
、
一
定

の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
各
種

の
手
当
（
表
７
①
〜
②
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
月

額
に
、
勤
務
年
数
と
退
職
理
由
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
た
支
給
率
（
表
８
）

を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

◆
諸
　
手
　
当

表１　決算に占める人件費の状況（普通会計分）

表２　職員給与費の状況（普通会計）

住民基本
台帳人口
（H17.3.31）

4,152人

職員数

（Ａ）
給　料

千円

給　 与　　 費

68人 241,125

諸手当

千円

46,559

期末・勤勉

手当 千円

104,535

計

千円

392,219

1人あたりの

給与費

千円

5,767

年

度

16

年

度

16

歳出総額（Ａ）

千円

4,300,675

人件費（Ｂ）

千円

678,923

人件費率

（Ｂ）／（A）

15.8%

（参考）
平成15年度
の人件費率

16.5%

表３　一般行政職の級別職員数の状況 （H17.4.1現在）

区　　分

標 準 的 な

職務の内容

職員数（人）

構成比（％）

８級

7

10.6

7

10.6

20

30.3

5

7.6

7

10.6

13

19.7

5

7.6

2

3.0

66

100.0

課　長
係　長

主査・主任主事・主任技師

７級

課長補佐・主幹

６級 ５級 ４級 ３級

主事・技師
主事補

技師補

２級 １級 計

表４　初任給の状況 （H17.12.1現在）

区　　分

一
般
行
政
職

大学卒

高校卒

苫　前　町

170,200円

138,400円

Ⅰ種 183,800円

Ⅱ種　 170,200円

138,400円

国

表５　平均給料月額と平均年齢の状況　（H17.4.1現在）

区　　分

一
般
行
政
職

平均給料

月 額

苫　前　町

329,400円 329,728円

平均年齢 40歳10月 40歳 3月

国

表６　期末・勤勉手当の支給割合　　 （H17.12.1現在）

区　分

6月期

12月期

合　計

期末（月分）

1.40 

1.60 

3.00 

職務上の段階、職務の級などに

よる加算措置 有

勤勉（月分）

0.70 

0.75 

1.45 

計（月分）

2.10 

2.35

4.45

国

苫前町

と同じ

苫　　　前　　　町

表７―① 特殊勤務手当の状況　　　　　（H17.4.1現在）

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給年額

手　　当　　の　　種　　類

10.4％

84,000円

�防疫等作業手当

�税務事務従事手当

�死体処理作業従事手当

�除雪作業従事手当

�保健師業務手当

�異常圧力内作業手当

�牛馬取扱手当
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表８　退職手当の状況 （H17.4.1現在）表10 定員の状況　部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

表７―② 扶養手当、住居手当、通勤手当などの状況 （H17.12.1現在）

区分

苫

前

町

国

扶　　養　　手　　当

①配偶者　13,000円

②配偶者以外の扶養親族

ア　２人まで1人につき6,000円

扶養親族でない配偶者を有する場合

そのうち１人は、6,500円

配偶者がない場合

そのうち１人は11,000円

イ　３人目から

１人につき　　　3,000円

ウ　16～22歳の子

1人につき　5,000円加算

苫前町と同じ

住　　居　　手　　当

①借家・借間に居住している場合

ア　月額23,000円以下の家賃を支払ってい

る職員

家賃の月額から12,000円を差し引いた額

イ　月額23,000円を超える家賃を支払って

いる職員

11,000円＋（家賃－23,000円）÷２

で得られる額（27,000円限度）

②自宅に居住している場合

月額　5,000円

①苫前町と同じ

②月額2,500円（取得後５年間に限る）

通　　勤　　手　　当

①交通機関などを利用している場合通勤に要

する運賃相当額で

１ヶ月　55,000円を限度に支給

②自家用車などを使用している場合使用距離

により

2,000円～　24,500円

苫前町と同じ

区　　　分

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

加 算 措 置
定年前早期退職特例措置

あり（2％～20％加算）

苫　　前　　 町

自己都合 勧奨・定年

21.00月分　27.30月分

33.75月分　42.12月分

47.50月分　59.28月分

59.28月分　59.28月分

国

苫前町と同じ

苫前町と同じ

区　　　分

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

一

般

行

政

部

門

教 　 　 育

水 道 事 業

国 保 事 業

介 護 事 業

下 水 道 事 業

風 力 事 業

合 　 　 計

職　　員　　数
主な増減の理由

15年

2

25

2

7

6

9

3

7

61

15

3

2

2

2

2

87

16年

2

21

2

7

6

10

3

6

57 

11

3

2

2

2

2

79

17年

対前年比
17年
-
16年

2

19

2

7

7

10

3

6

56 

11

3

2

2

2

1

77

△2

1

△1

△1

△2

欠員不補充による減

人事異動による増

人事異動による減

表９　特別職の報酬などの状況 （H17.12.1現在）

区 　 　 　 分 給料月額等 期 末 手 当

６月期　 2.10月分

12月期 2.35月分

計　　 4.45月分

職務の加算措置　15％

町 長

助 役

教 育 長

議 長

副 議 長

常 任 委 員 長

議 員

840,000円

680,000円

600,000円

260,000円

220,000円

200,000円

190,000円

ただし、平成１９年４月３０日までに支給する町長等の給料・期末手当等に
ついては、それぞれ次の割合を減じた額を支給しています。

町　　　長　１００分の１５
助　　　役　１００分の１０
教　育　長　１００分の　５
議 会 議 員　１００分の１０

町
長
、
助
役
の
給
料
や
町
議
会
議

員
の
報
酬
月
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、

議
会
で
議
決
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
状

況
は
表
９
の
と
お
り
で
す
。

◆
特
別
職
の
報
酬
な
ど

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
変

化
や
町
民
の
皆
様
の
要
望
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
定
員
の
適
正
な
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
状
況
に
つ
い

て
は
表
10
の
と
お
り
で
す
。

◆
職
　
員
　
数

何か不明な点等ございましたら、

総務財政課総務係までお問い合わせください。

10164－64－2211（内線203）まで
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一
月
八
日
公
民
館

に
お
い
て
平
成
十
八

年
苫
前
町
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
、
来
賓
や

父
母
ら
約
七
十
名
が

見
守
る
な
か
、
新
成

人
四
十
名
が
参
加
し
、

成
人
へ
の
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

式
典
は
、
真
新
し

い
ス
ー
ツ
や
紋
付
袴

姿
、
華
や
か
な
振
袖

に
身
を
包
み
、「
仕
事

に
責
任
を
持
ち
、
成

人
と
し
て
責
任
あ
る

行
動
を
し
ま
す
」
な
ど
と
一
人
ひ
と

り
が
、
成
人
へ
の
抱
負
を
語
り
、
ス

テ
ー
ジ
中
央
か
ら
入
場
し
た
。
岡
田

裕
幹
教
育
委
員
長
か
ら
「
故
郷
の
た

め
、
日
本
の
た
め
、
世
界
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
は
沢
山
あ
り
ま

す
。
大
い
に
飛
翔

し
て
下
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
、
新

成
人
の
船
出
を
祝

っ
た
。

続
い
て
、
北
村

一
さ
ん
と
松
岡
望

水
さ
ん
が
「
責
任

あ
る
行
動
の
も
と

明
日
の
郷
土
を
築

く
担
い
手
と
し

て
、
町
の
発
展

の
た
め
努
力
し

ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
し
、
来

賓
の
森
利
男
町

長
、
星
野
恭
司

町
議
会
議
長
か

ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ

た
。新

成
人
の
意

見
発
表
で
は
、

小
林
徹
さ
ん
と

関
野
小
百
合
さ

ん
か
ら
、
こ
れ

ま
で
成
長
を
見
守
っ
て
き
た
家
族
ら

へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
力

強
く
将
来
へ
の
夢
や
希
望
、
決
意
を

発
表
。
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
た
。

会
場
に
は
、
中
学
校
時
代
の
恩
師

明
石
貴
宣
教
諭
（
増
毛
中
）
と
西
山

智
章
教
諭
（
古
中
）
が
駆
け
つ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌
を
卒
業
生
と
と
も

に
斉
唱
す
る
と
と
も
に
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
成
人
者

が
生
ま
れ
た
当
時
の
「
社
会
や
苫
前

町
の
出
来
事
」
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ

が
上
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
古
丹
別
小

学
校
卒
業
の
新
成
人
二
十
八
名
が
、

平
成
九
年
結
成
の
く
ま
獅
子
少
年
団

第
一
期
生
で
あ
り
、「
現
在

の
舞
を
見
た
い
」
と
の
要
望

か
ら
、
同
少
年
団
が
舞
を
披

露
。
新
成
人
は
過
去
の
自
分

の
姿
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

式
典
は
最
後
に
、
集
合
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
、
成
人
式
の

節
目
を
締
め
く
く
っ
た
。

本
日
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
準
備
な
ど
に

当
っ
て
頂
い
た
関
係
者
の
方
々
に
重
ね

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
僕
が

今
、
こ
の
場
に
立
て
る
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

四
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま

れ
、
甘
え
ん
坊
で
お
爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆

ち
ゃ
ん
に
甘
や
か
さ
れ
て
育
ち
、
去
年

の
四
月
か
ら
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
を
し
て
給
料
を
貰
う
大
変
さ
を
知

り
、
実
家
の
お
爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち
ゃ

ん
の
こ
と
が
心
配
で
、
電
話
し
た
時

「
徹
が
元
気
で
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
お
婆
ち
ゃ
ん
は
幸
せ
な
ん

だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
事
は
、
今
も
忘
れ

ま
せ
ん
。

実
家
が
農
家
な
の
で
親
は
仕
事
が
忙

し
く
、
お
腹
が
空
い
た
ら
お
婆
ち
ゃ
ん

が
ご
飯
を
作
り
、
保
育
園
に
迎
え
に
来

て
く
れ
る
の
は
、
お
爺
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

い
つ
も
そ
ん
な
温
か
い
愛
情
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
成
人
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

お
爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち
ゃ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
。
遠
く
離
れ
て
仕
事
し

て
も
、
心
は
い
つ
も
苫
前
に
あ
る
か
ら
。

一
日
で
も
長
く
生
き
て
、
僕
の
成
長
を

見
守
っ
て
下
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
は
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
式
典
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
今
、
ト
リ
マ
ー
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
専
門
学
校
へ
通
っ
て
い
ま

す
。
言
葉
を
話
す
こ
と
の
で
き
な
い
生

き
物
を
扱
う
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
応
援
し
て
く
れ
る

家
族
、
友
人
の
お
か
げ
で
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
幼
少
の
頃

か
ら
生
き
物
が
好
き
で
、
将
来
は
、
犬

に
携
わ
る
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
い
、

一
人
前
の
ト
リ
マ
ー
を
目
指
し
て
お

り
、
沢
山
の
犬
を
カ
ッ
ト
し
、
犬
を
愛

す
る
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
、
一
番
の
夢
で
す
。

二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
私
は

両
親
に
感
謝
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。
今

ま
で
心
配
を
か
け
、
反
抗
し
、
何
不
自

由
な
く
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

私
は
お
父
さ
ん
の
よ
う
に
明
る
く
、
お

母
さ
ん
の
よ
う
に
我
慢
強
い
女
性
に
な

り
ま
す
。
大
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
一
歩
ず
つ
前
へ
と
歩
み
ま
す
。

成
人
の
日
を
迎
え
る
喜
び
と
感
謝
の
気

持
ち
を
胸
に
、
自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
、

頑
張
り
ま
す
。

こ
の
先
、
悩
む
こ
と
や
ど
う
し
よ
う

も
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
時
は
、
家
族

や
友
人
、
諸
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
自
分
の
力
に
し
て
い
き
ま
す
。

未来に翔く!

くま獅子少年団第一期生含む新成人40名が 
　　　成人の門出。社会人の自覚と希望を胸に！ 

未来に翔く!

成人宣誓を行う北村一さんと松岡望水さん

式辞を述べる
岡田教育委員長

成

人

意

見

発

表

小林　徹 さん

関野さゆり さん
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町
内
公
共
施
設
に
お
け
る
指
定
管

理
者
の
選
定
に
あ
た
り
、
町
指
定
管

理
者
評
価
委
員
会
（
委
員
長
花
井
忠

昭
他
委
員
五
名
）
は
、
応
募
事
業
者

か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
審
査
や
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
審
査
結
果
を
一

月
二
十
四
日
町
長
へ
報
告
し
た
。

こ
の
指
定
管
理
者
の
対
象
と
な
る

施
設
は
、
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
）、

な
な
か
ま
ど
の
館
、
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
若
者
交
流
セ

ン
タ
ー
の
四
施
設
。
昨
年
十
一
月
か

ら
の
公
募
で
、
新
日
本
海
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
な
な
か
ま
ど
の
館
が
各

二
団
体
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
及
び
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

が
各
一
団
体
の
計
六
団
体
の
応
募
が

あ
っ
た
。

同
委
員
会
で
は
、
一
次
審
査
に
お

い
て
管
理
経
費
の
縮
減
評
価
を
点
数

化
し
、
二
次
審
査
に
お
い
て
①
住
民

の
平
等
な
利
用
の
確
保
、
②
効
用
の

最
大
限
の
発
揮
、
③
安
定
し
て
行
う

人
員
並
び
に
財
政
基
盤
、
④
地
域
住

民
の
雇
用
及
び
地
域
経
済
の
振
興
の

四
項
目
に
つ
い
て
加
点
す
る
評
価
基

準
を
用
い
、
計
六
回
に
わ
た
る
委
員

会
を
開
催
し
、
慎
重
な
審
議
を
進
め

て
き
た
。

審
査
結
果
の
報
告
で
各
委
員
か
ら

は
「
点
数
の
み
の
評
価
で
は
な
く
、

公
平
性
を
保
ち
、
誰
が
見
て
も
納
得

で
き
、
町
民
が
潤
う
よ
う
な
選
定
と

す
る
た
め
頭
を
悩
ま
せ
た
が
、
何
と

か
審
査
結
果
を
報
告
で
き
ま
す
」
と

評
価
の
難
し
さ
が
伝
え
ら
れ
た
。

今
後
町
で
は
、
指
定
管
理
者
候
補

者
の
選
定
を
進
め
、
議
会
の
議
決
を

経
て
指
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

評
価
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

◆
審
査
得
点
及
び
講
評

苫
前
町
新
日
本
海
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー

（
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
）

○
最
優
秀
提
案
応
募
者

株
式
会
社
苫
前
町
振
興
公
社

（
三
五
七
・
五
〇
点
）

き
め
細
や
か
な
提
案
内
容
に
積
極

性
を
感
じ
、
地
元
雇
用
や
地
域
経
済

波
及
効
果
に
関
す
る
意
識
が
高
い
。

○
優
秀
提
案
応
募
者
（
次
点
）

株
式
会
社
デ
ン
シ
ョ
ク

（
三
一
八
・
一
五
点
）

飲
食
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
裏
付

け
ら
れ
た
事
業
内
容
。
企
業
の
経
営

状
況
に
お
い
て
、
人
材
確
保
や
財
政

的
基
盤
を
評
価
。

苫
前
町
な
な
か
ま
ど
の
館

○
最
優
秀
提
案
応
募
者

有
限
会
社
大
川
商
店

（
四
四
三
・
四
五
点
）

利
用
者
の
声
を
施
設
の
管
理
運
営

に
活
か
そ
う
と
す
る
意
欲
を
感
じ
、

企
業
の
経
営
状
況
に
お
い
て
も
、
財

政
的
基
盤
を
評
価
。

○
優
秀
提
案
応
募
者
（
次
点
）

有
限
会
社
藤
観
光
バ
ス

（
三
一
三
・
九
五
点
）

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の

強
い
熱
意
と
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
向

け
、
多
様
な
視
点
を
評
価
。

苫
前
町
生
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
苫
前
幸
寿
会

法
人
の
運
営
基
盤
、
施
設
の
管
理

運
営
、
施
設
利
用
者
（
高
齢
者
）
へ

の
配
慮
な
ど
、
全
体
的
に
安
定
感
が

あ
り
、
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
姿
勢

を
評
価
。

苫
前
町
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

北
海
道
苫
前
商
業
高
等
学
校
後
援
会

生
徒
へ
の
生
活
指
導
、
相
談
支
援

や
安
全
確
保
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
に
裏
付
け
ら
れ
た
信
頼
性
を
高
く

評
価
。

《
総
　
　
評
》

応
募
い
た
だ
い
た
各
団
体
と
も
、

施
設
の
運
営
管
理
に
積
極
的
な
意
欲

が
充
分
な
内
容
で
あ
り
、
民
間
な
ら

で
は
の
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
優
れ
た

提
案
内
容
で
あ
っ
た
。結
果
的
に
は
、

審
査
の
項
目
に
つ
い
て
、
相
対
的
に

高
い
評
点
を
得
た
団
体
の
提
案
が
最

優
秀
と
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
が

評
価
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
総
合

力
の
評
価
の
反
面
、
収
益
の
向
上
や

経
費
縮
減
に
精
査
の
余
地
を
感
じ
ら

れ
、
指
定
期
間
内
で
の
提
案
内
容
の

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
意
欲
の

あ
る
優
秀
な
団
体
が
先
駆
と
な
り
、

よ
り
総
合
力
の
高
い
魅
力
あ
る
運
営

主
体
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
す
る
。

指
定
管
理
者
評
価
委
員
会

指
定
管
理
者
の
審
査
結
果
を
報
告

審査報告書を森町長へ手渡す花井忠昭委員長

平
成
十
八
年
度
の
町
内
各
小
学

校
新
入
学
予
定
者
は
、
苫
前
小
学

校
十
八
名
、
古
丹
別
小
学
校
二
十

三
名
の
計
四
十
一
名
（
平
成
十
八

年
一
月
一
日
現
在
）
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

以
下
に
記
載
の
入
学
予
定
者
以

外
に
お
い
て
、
苫
前
町
に
在
住

（
転
入
）
す
る
該
当
者
が
お
り
ま
し

た
ら
、
お
早
め
に
町
教
育
委
員
会

管
理
課
学
校
管
理
係
（
電
話
六
四

―
二
三
八
四
）
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

な
お
、
お
名
前
は
保
護
者
の
了

承
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◇
苫
前
小
学
校
（
十
八
名
）

赤
坂
丈
（
和
義
）、
旭
三
宝
（
正

依
）、
伊
藤
翼
（
芳
樹
）、
鎌
田
歩

未
（
智
也
）、
木
原
綾
音
（
英
行
）、

木
原
潮
音
（
英
行
）、
小
島
武
（
正
）、

佐
藤
舞
菜
音
（
靖
幸
）、
斉
藤
未
夢

（
高
博
）、
砂
原
沙
綾
（
宣
洋
）、
鈴

木
愛
斗
（
大
介
）、
鈴
木
蓮
（
旭
）、

千
葉
大
翔
（
勇
一
）、
谷
田
有
希

（
学
）、
能
戸
菜
緒
佳
（
勝
一
）、
松

田
虎
亜
（
哲
也
）、
森
一
真
（
哲
也
）、

森
真
奈
（
雅
幸
）

◇
古
丹
別
小
学
校
（
二
十
三
名
）

石
川
初
音
（
祐
紀
）、
岩
田
来
千

（
竜
介
）、
江
尻
晴
斗
（
憲
昭
）、
加

藤
く
る
み
（
哲
雄
）、
亀
田
海
渡

（
寛
人
）
、
川
森
大
夢
（
啓
太
）
、

佐
々
木
涼
花
（
尋
規
）、
清
水
陸

（
勧
一
）、
瀬
川
桃
愛
（
大
貴
）、
瀬

波
も
も
か
（
美
輝
）、
田
渕
楓
馬

（
明
彦
）、
永
井
壱
聖
（
宏
人
）、
成

田
凌
（
善
史
）、
年
代
結
香
（
博
）、

林
寿
実
玲
（
篤
行
）、
檜
森
香
澄

（
晃
貴
）、
平
井
廉
（
範
彦
）、
前
川

智
輝
（
忠
雄
）、
松
谷
愛
佳
（
知
加

子
）、
水
谷
純
奈
（
邦
克
）、
森
楓

馬
（
裕
樹
）、
矢
田
颯
希
（
祐
樹
）、

渡
部
京
佳
（
和
人
）、

（

）
内
は
保
護
者
名

ピ
カ
ピ
カ 

　
ピ
カ

　
ピ
カ 

お
め
で
と
う
　
　

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生

の
新
一
年
生 

町 

内 

二 

つ 

の 

小 

学 

校 

で 

　 

人 

ピ
カ
ピ
カ 

　
ピ
カ

　
ピ
カ 

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生 

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生 

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生 

ピ
カ 

　
ピ
カ 
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平
成
十
八
年
度
の
検
察
審
査
員
候

補
者
と
し
て
、
苫
前
町
か
ら
三
十
三

名
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
任
方
法
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
「
く
じ
」

で
候
補
者
を
選
ん
だ
も
の
で
、
こ
の

後
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
候
補
者
の
中

か
ら
留
萌
検
察
審
査
会
事
務
局
が
再

度
「
く
じ
」
を
行
っ
て
検
察
審
査
員

を
決
定
し
ま
す
。

検
察
審
査
員
の
仕
事
に
は
、
検
察

官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
取
扱
い
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

こ
と
や
、
検
察
庁
の
仕
事
全
般
に
つ

い
て
改
め
る
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、
検

事
正
に
伝
え
る
役
目
が
あ
り
ま
す
。

任
期
は
、
各
群
ご
と
に
六
ヶ
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
第
一
群

（
任
期
二
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
）

西
川
幸
俊
、
横
内
勝
弥
、
濱
本
朝
美
、

中
村
百
合
子
、
青
木
久
美
子
、
鈴
木

里
奈
、
山
本
司
、
小
倉
恵
子
、
小
澤

和
夫

◆
第
二
群

（
任
期
五
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日
）

堤
厚
子
、
赤
坂
隆
司
、
加
藤
正
喜
、

松
田
弘
、
丹
羽
と
も
み
、
酒
井
美
知

代
、

橋
智
英
、
星
野
由
紀
子

◆
第
三
群

（
任
期
八
月
一
日
〜
一
月
三
十
一
日
）

小
島
一
信
、
大
橋
幸
和
、
関
川
一
義
、

花
輪
貞
子
、
小
林
春
美
、
川
森
の
り

子
、
檜
森
笑
美
子
、
天
谷
正
雄

◆
第
四
群

（
任
期
十
一
月
一
日
〜
四
月
三
十
日
）

大
坂
か
す
み
、
松
原
敏
彦
、
千
田
妹

子
、
眞
屋
靖
子
、
大
西
豊
一
、
佐
藤

嘉
也
、
青
木
智
子
、
佐
藤
秀
夫

十
二
月
二
十
二
日
東
北
建
設
㈱

（
代
表
取
締
役
菊
池
浩
）
で
は
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
、
古

丹
別
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
苫
前
高

校
前
バ
ス
待
合
所
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
れ
た
転
倒
防
止
用
の
砂
利
を
設

置
し
た
。

こ
の
砂
利
は
、
同
社
が
道
路
維
持

業
務
で
路
面
滑
り
止
め
に
活
用
し
て

い
る
も
の
で
、
バ
ス
停
の
乗
り
場
は

例
年
、
積
雪
に
よ
り
滑
り
や
す
く
、

高
齢
者
な
ど
は
転
倒
に
よ
る
骨
折
が

考
え
ら
れ
、
こ
の
砂
利
を
バ
ス
利
用

者
に
散
布
し
て
も
ら
う
も
の
。

砂
利
は
、
五
　
か
ら
二
・
五
　
の

大
き
さ
で
、
五
〇
〇
　
　
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
詰
め
ら
れ
、
各
バ
ス
停
に

十
本
ず
つ
設
置
さ
れ
た
。

同
社
の
曽
我
部
勝
久
土
木
部
長
は

「
高
齢
者
や
高
校
生
な
ど
が
安
全
に
利

用
で
き
、
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
お
役
に
立
て
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
語
り
、
三
月
ま
で
使
用
分
を
補
充

し
て
い
く
。

こ
の
砂
利
は
バ
ス
停
用
と
し
て
設

置
し
て
お
り
、
く
れ
ぐ
れ
も
持
ち
帰

ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
十
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
た

国
勢
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
前
回
の
平
成
十
二
年
調
査
か
ら

人
口
は
四
百
四
十
二
人
の
減
、
世
帯

数
で
は
、
85
世
帯

が
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
住
民
基

本
台
帳
か
ら
は
、

苫
商
高
学
生
寮
や

工
事
関
係
者
、
エ

ビ
篭
漁
船
員
な
ど

の
滞
在
に
よ
り
、

七
十
四
人
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度

検
察
審
査
員
候
補
者
決
定

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
　

転
倒
防
止
砂
利
設
置

平
成
十
七
年
国
勢
調
査

人
口
４
２
０
３
人
に
！

ミ
リ

ミ
リ

ミ
リ

リ
ッ
ト
ル

世帯数

人口

（男）

（女）

平成17年

１６８９人

４２０３人

１９８９人

２２１４人

平成12年

１７７４人

４６４５人

２２４３人

２４０２人

平
成
十
八
年
度

検
察
審
査
員
候
補
者
決
定
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一
月
二
十
三
日
小
学
四
年
生
以
下

を
対
象
と
す
る
子
ど
も
の
た
ま
り
場

が
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
羽
幌
警
察

署
の
協
力
に
よ
り
「
護
身
術
教
室
」

が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
児
童
七
名
の
ほ
か

防
犯
協
会
や
地
域
住
民
含
め
二
〇

名
。
羽
幌
警
察
署
生
活
安
全
課
の
阿

部
係
長
か
ら
、
不
審
者
か
ら
の
声
か

け
や
学
校
な
ど
へ
の
侵
入
へ
の
対
処

方
法
を
説
明
し
、
サ
ス
マ
タ
や
ネ
ッ

ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
使
っ
た
捕
獲
方
法

が
実
演
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
て
返
し
や
肘
折
り
な
ど

の
手
を
振
り
払
う
対
処
法
も
指
導
さ

れ
、
児
童
が
不
審
者
か
ら
逃
げ
る
こ

と
を
優
先
さ
せ
、
地
域
を
あ
げ
て
の

見
守
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
参
加

者
は
実
感
し
て
い
た
。

子
ど
も
の
た
ま
り
場

護
身
術
教
室

救命索発射訓練（もやい銃の実演）を行う所員

苫
前
救
難
所
出
初
式

統率の取れた消防団員による分列行進

苫
前
町
消
防
団
出
初
式

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署�64-2321
〃　　　　古丹別支署�65-4119

この運動は、各地で焼死者の伴った火災が発生して
いる現状から、住民一人ひとりへ火災の恐ろしさを認
識させるとともに、出火の絶無と火災による焼死者の
発生を未然に防止することを目的とするものです。

期間中、独居老人及び老
人世帯、身体不自由者住宅
の非難口確保のため、除雪
作業を消防職員及び団員で
実施しますので、希望され
る方は、消防苫前支署、古
丹別支署へ連絡願います。

住宅火災による被害を減らすため
新築住宅は、平成１８年６月１日から
既存住宅は、平成２１年６月１日から

義務化となり、すべての住宅に設置が必要となります。
詳しくは、折込みチ
ラシでご確認下さい。
悪質な訪問販売等

には十分注意し、設
置の際は最寄の電気
店か消防にご相談下
さい。

冬期間焼死者事故防止運動

住宅用火災警報器の設置が
義務付けられました！

冬期間焼死者事故防止運動
実施機関　2月15日～2月24日

『あなたです火のある暮らしの見張り役』

捕まれた手を降り払う方法の指導をうける児童

苫
前
救
難
所
出
初
式

苫
前
町
消
防
団
出
初
式

メ
ー
ト
ル
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留萌地方巡回陶芸展留萌教育局長賞
に輝いた宮本アサエさんの作品「壷」

頭
し
て
い
る
。

受
賞
作
品
の
「
壷
」
は
、「
大
き

な
作
品
を
造
る
と
、
気
持
ち
が
す
っ

き
り
す
る
の
で
作
製
し
た
。
手

ご
た
え
の
あ
る
作
品
が
で
き
ま

し
た
」
と
満
足
の
様
子
。「
日

常
生
活
で
の
旅
行
も
陶
芸
の
あ

る
と
こ
ろ
ば
か
り
。
陶
芸
が
生

活
の
中
心
と
な
り
、
陶
芸
を
通

じ
て
多
く
の
友
達
が
で
き
ま
し

た
」
と
陶
芸
仲
間
と
の
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
会
話
も
進
む
。

「
冗
談
を
言
い
合
え
る
仲
で
、

生
き
が
い
を
感
じ
る
」
と
い
う

会
員
も
お
り
、
こ
の
陶
芸
展
で

は
、
同
会
か
ら
数
多
く
の
入
選

者
が
生
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
陶
芸
の
会
は
会
員
十

四
名
。
公
民
館
の
一
室
で
週
三

回
実
施
。
新
た
な
会
員
も
大
歓

迎
。
興
味
の
あ
る
方
の
体
験
も

受
け
入
れ
て
い
る
。

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
第
二
十

八
回
留
萌
地
方
巡
回
陶
芸
展
審
査
会

に
お
い
て
、
最
高
賞
と
な
る
留
萌
教

育
局
長
賞
に
苫
前
陶
芸
の
会
会
長
宮

本
ア
サ
エ
さ
ん
（
62
才
）
の
作
品
が

選
ば
れ
、
一
月
二
十
五
日
か
ら
五
日

間
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
公
開
さ
れ
た
。

宮
本
さ
ん
は
、
平
成
五
年
の
陶
芸

教
室
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
分
の

思
い
描
く
作
品
を
造
る
陶
芸
の
魅
力

に
ひ
か
れ
、
利
用
者
と
と
も
に
陶
芸

の
会
を
設
立
。
現
在
、
会
長
を
務
め
、

週
三
回
公
民
館
で
作
品
の
創
作
に
没

新
春
恒
例
の
苫
前
町
子
ど
も
カ
ル

タ
大
会
は
、
一
月
八
日
町
公
民
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
苫
前
Ａ
チ
ー
ム

が
小
、
中
学
生
の
両
部
門
に
お
い
て

優
勝
を
果
た
し
た
。

大
会
は
、小
学
生
の
部
六
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
三
チ
ー
ム
が
出
場
。
競

技
人
口
が
勝
る
苫
前
地
区
の
圧
倒
的

な
強
さ
が
目
立
ち
、
苫
前
Ａ
チ
ー
ム

の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
な
ど
上
位
を
苫
前

地
区
の
チ
ー
ム
が
独
占
し
た
。

一
方
、
同
月
二
十
二
日
羽
幌
町
で

開
催
さ
れ
た
中
部
大
会
に
は
、
苫
前

町
か
ら
小
学
生
四
チ
ー
ム
、
中
学
生

三
チ
ー
ム
が
出
場
。
中
学
生
の
部
で

は
、
小
学
生
時
代
に
全
道
制
覇
を
成

し
遂
げ
て
い
る
苫
前
Ａ
に
期
待
が
か

か
っ
た
が
、
接
戦
及
ば
ず
上
位
入
賞

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
十
三
年
連

続
小
学
生
の
部
優
勝
記
録
も
こ
こ
で

途
絶
え
た
結
果
と
な
っ
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
（
上

位
三
チ
ー
ム
、
氏
名
下
の
○
数
字
は

学
年
）

◆
町
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大
会

☆
小
学
生
の
部
　
▽
優
勝
・
苫
前
Ａ

（
小
澤
菜
摘
④
・
小
野
田
峻
④
・
五

十
嵐
大
空
⑥
）、
▽
準
優
勝
・
苫
前

Ｂ
（
長
澤
茉
由
佳
③
・
外
山
聡
太

④
・
川
村
巧
④
）、
▽
三
位
・
苫
前

Ｄ
（
小
林
竜
真
⑥
・
五
十
嵐
海
渡

③
・
千
田
大
貴
③
・
鈴
木
理
久
③
）

☆
中
学
生
の
部
　
▽
優
勝
・
苫
前
Ａ

（
籾
山
憂
気
③
・
瀬
川
久
美
子
③
・

小
澤
春
菜
③
）、
▽
準
優
勝
・
苫
前

Ｂ
（
五
十
嵐
雄
大
②
・
川
村
彰
②
・

長
澤
圭
宏
②
）、
▽
三
位
・
苫
前
Ｃ

（
星
野
幸
太
①
・
山
本
沙
貴
②
・
星

大
喜
③
）

◆
中
部
三
町
村
大
会

☆
小
学
生
の
部
　
▽
優
勝
・
焼
尻
子

ど
も
会
、
▽
準
優
勝
・
初
山
別
Ｂ
、

▽
三
位
・
初
山
別
Ａ
、
▽
四
位
・
苫

前
Ｂ

☆
中
学
生
の
部
　
▽
優
勝
・
初
山
別

Ａ
、
▽
準
優
勝
・
初
山
別
Ｂ
、
▽
三

位
・
初
山
別
Ｄ
、
▽
四
位
・
苫
前
Ｃ

苫
前
ス
キ
ー
連
盟
が
主
催
す
る
ジ
ュ

ニ
ア
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室
が
、
一
月

十
一
日
か
ら
五
日
間
古
丹
別
緑
ヶ
丘
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
幼
児
（
五
歳
以

上
）
か
ら
小
学
生
ま
で
の
三
十
七
名
が

受
講
し
た
。

幼
児
の
部
で
は
、
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
講
師
陣
の
精
力
的
な

指
導
の
も
と
、
ス
キ
ー
で
歩
く
こ
と
す

ら
難
し
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ボ
ー

ゲ
ン
で
滑
り
降
り
る
ま
で
に
上
達
。
最

後
に
は
、
全
員
が
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
を
体

験
し
た
。

子
ど
も
を
見
守
る
親
た
ち
も
、
我
が
子

の
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し
、
講
師
陣

の
懸
命
な
指
導
に
大
喜
び
と
な
っ
た
。

最
高
賞

最
高
賞（ 

　
　
　
　 

）に
宮
本
ア
サ
エ

宮
本
ア
サ
エ
さ
ん
さ
ん 
最
高
賞

最
高
賞（ 

　
　
　
　 

）に
宮
本
ア
サ
エ

宮
本
ア
サ
エ
さ
ん
さ
ん 

独
創
的
な
作
風
で
、三
回
目
の
受
賞 

留
萌
教
育

留
萌
教
育 

局  

長  

賞 

留
萌
教
育

留
萌
教
育 

局  

長  

賞 

最
高
賞（ 

　
　 

）に
宮
本
ア
サ
エ
さ
ん 

留
萌
教
育 

局  

長  

賞 

留萌地方  
巡回陶芸展 

素早い動きで札を取り合う子どもたち

指
導
の
も
と
果
敢
に
滑
る
子
ど
も
た
ち

木
札
に
集
中（

）苫
前
Ａ
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
！

善
戦
及
ば
ず
全
道
出
場
は
逃
す

寒
さ
に
負
け
ず
、
見
る
見
る
上
達
！

ジ
ュ
ニ
ア
・
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

町
内大

会
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社会教育からのお知らせ

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６

苫前町公民館ご相談・お問い合わせは e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp
HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/

社会教育からのお知らせ2月

日　時　２月26日（日）受付9:00 開会式9:30
場　所　とままえ温泉ふわっと
部　門　①親子の部（小学校入学前の親子） ②小学１・２年の部

③小学３・４年の部　　　　　　　　④小学５・６年の部
⑤中学生の部　　　　　　　　　　　⑥高校・一般の部
⑦大凧の部（面積２㎡以上の凧） ⑧連凧の部

申込み　参加を希望される方は、２月17日（金）までに実行委員会事務局（苫前町公民館内）
へ申し込んで下さい。大会当日はアトラクションや景品入りもちまき、出店コーナー
なども予定しておりますので、みなさんお誘い合わせのうえご来場下さい。

第14回北海道凧あげ大会兼第33回苫前町凧あげ大会

苫　前　町　雪　合　戦　大　会

子どもの小さくなった服や使わなくなったオモ
チャ、本などをこれから大きくなる子どもたちに
再利用してもらうための企画です。

日　時　3月4日（土）10:00～15:00
会　場　苫前町公民館ロビー
※申し込みは必要ありません。会場に直接来ていただき、お好
きなものをお持ち帰り下さい。
※品物を提供していただける方は、２月24日（金）までに苫前
町公民館または役場町民課けんこう係へ持参してください。

リサイクル広場

日　時　3月5日（日）受付 9:00  開会式 9:15  競技開始 9:30
場　所　とままえ温泉ふわっと前広場
対　象　中学生以上の男女（町外の方も参加できます）
チーム　1チーム9名以内（競技者7名、補欠2名）
参加料　1チーム　1,000円
申込み　２月24日（金）までに苫前町公民館へ

お申し込み下さい。

和尚さんと小僧さん、やまんばが出てくるお話で、
大人から子どもまで楽しめます。皆さまのお越しを
お待ちしております。

親子演劇鑑賞会

日　時　３月４日（土） 13:00～14:00
会　場　苫前町公民館講堂
入場料　入場無料
その他　送迎バスを運行します。

劇団さっぽろ「三まいのおふだ」

毎週第2・4金曜日の午前中は、
公民館で「なかよし広場」が開
設されています。小さなお子さ
んをもつお母さん達が集まって、
友達の輪を広げようというもの
です。そこにはちょっとした遊
び道具があるだけで特別な行事はありません。誰でも
好きな時間に来て、好きな事をして、好きな時間に帰
っています。育児の情報交換やストレス解消の場など
使い方はさまざま。あなたも「なかよし広場」で遊ん
だりお話しをして、楽しいひと時を過ごしませんか？

ご存知ですか？なかよし広場
公民館・スポーツセンターでは、各種事業のボランテ
ィアを募集しています。
内容はイベントの企画や準備、運営などさまざまで、
これまでも多くの人たちがボランティアとして関わ
り、その楽しさを味わっています。
どんな小さなことでも構いません。
「私にもできそうだ」と思う方、興味のある方は、ま
ず気軽にお電話でご連絡ください。
また、「皆で○○を学んでみたいけれど、どうしたら
良いか分からない」といった相談もお気軽にどうぞ。
あなたの気持ちを地域づくりに活かしてみませんか？

ボランティアを募集しています

試合では顔面シールド付のヘルメットを着用します。

例年大きな盛り上がりを見せている雪合戦大会を今年も次のとおり開催します。
友達や職場などでチームを組んでみんなで冬の一日を楽しみませんか。
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す
。 

『
冬
の
寒
さ
と
風
邪
か
ら
、　
　

　
か
ら
だ
を
守
る
た
め
に
』 

健　　康 
ばんざい 

ま
た
、
忙
し
い
時
に
は
、
主
食
＋

主
菜
な
ど
に
し
た
り
す
る
と
、
２
皿

い
っ
ぺ
ん
に
摂
る
こ
と
も
出
来
ま

す
。
こ
の
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の
鍋
料

理
は
、
体
が
温
ま
り
野
菜
が
た
っ
ぷ

り
摂
れ
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
た
っ
ぷ
り
と

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
の
摂
取
は
、
風

邪
予
防
に
、
特
に
効
果
的
で
す
。

◆
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
丈
夫
に
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
、

含
ま
れ
る
食
品
と
聞
か
れ
て
も
、
ピ

ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ

ロ
テ
ン
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
カ
ロ
テ
ン
は
、

体
内
で
必
要
に
応
じ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
カ
ロ
テ
ン
は
、

ニ
ン
ジ
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
と
い
っ
た
緑

黄
色
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

◆
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗

力
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
色
々
な
栄
養
素
の

働
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
を
も
つ

の
で
、
他
の
栄
養
素
と
セ
ッ
ト
で
摂

取
す
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
の
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
言

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
人
と
、
ひ
き

に
く
い
人
で
は
、
日
頃
の
食
生
活
が

強
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
風
邪
の
予

防
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
の
摂

取
が
一
番
で
す
。

①
一
日
三
食
き
っ
ち
り
と
！

ま
ず
は
、
一
日
三
食
を
き
ち
ん
と

食
べ
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
朝
食
を
欠

か
さ
ず
と
る
こ
と
は
、
か
ら
だ
の
リ

ズ
ム
を
整
え
、
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム

も
整
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

②
５
つ
の
皿
を
組
み
合
わ
せ
て

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

５
つ
の
皿
と
は
「
主
食
・
主
菜
・

副
菜
・
汁
・
そ
の
他
」
の
こ
と
で
す
。

５
つ
の
皿
を
意
識
的
に
と
る
こ
と

で
、
多
く
の
食
品
類
を
摂
取
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

え
ば
、
果
物
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
果
物
は
摂
り
す
ぎ
る
と

果
糖
の
摂
り
す
ぎ
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
適
量
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

今
の
時
期
に
美
味
し
い
冬
み
か
ん

は
、
１
日
２
個
に
。
そ
の
他
、
果
物

以
外
に
も
イ
モ
類
や
大
根
、
白
菜
な

ど
野
菜
類
に
も
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
含

ま
れ
て
い
る
の
で
合
わ
せ
て
摂
り
ま

し
ょ
う
。

い
つ
も
の
食
卓
に
、
さ
り
げ
な
く

緑
黄
色
野
菜
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

・
カ
レ
ー
に
入
れ
る
ニ
ン
ジ
ン
の
量
　

を
い
つ
も
よ
り
増
や
し
て
み
る
。

・
じ
ゃ
が
い
も
の
変
わ
り
に
カ
ボ
チ

ャ
を
使
う
。

・
ハ
ン
バ
ー
グ
の
中
に
刻
ん
だ
ニ
ン

ジ
ン
を
入
れ
る
。

・
シ
チ
ュ
ー
に
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

や
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
な
ど
を
入
れ
て

み
て
は
。

・
ニ
ラ
た
っ
ぷ
り
の
餃
子
や
も
つ
鍋

は
、
ス
タ
ミ
ナ
た
っ
ぷ
り
。

風
邪
の
予
防
に
は
栄
養
を
と
っ
て

抵
抗
力
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
睡

眠
時
間
も
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
外
出
の
際
に
は
防
寒
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
、
帰
宅
時
に
は
う
が

い
・
手
洗
い
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

う
。

Dr.小野の処方せん 
脳血管疾患は、脳梗塞、脳出血、くも膜下出血、その他
の脳血管疾患に分類される。脳梗塞はさらに、血栓症と塞
栓症に区分される。高血圧や高脂血症、糖尿病などにより、
動脈硬化性変化がおこり、脳血管内腔が細くなり詰まった
ものが血栓症です。
一方、弁膜症や心房細動、頚動脈狭窄により、血流が乱
れて形成された血栓が、または、ケガで剥がれた脂肪組織、
傷口から入った空気などが、脳の血管に飛んで血管を詰め
たものが、脳塞栓です。
脳梗塞の診断は、ＣＴやＭＲＩ検査により確認します。

脳梗塞の初期治療の多くは、点滴治療ですが、塞栓症の場
合は、発症から６時間以内なら血栓まで誘導したカテーテ
ルから血栓溶解剤を注射して血栓を溶かし、再開通させる
治療が極めて有効です。
脳梗塞の予防には、高血圧と動脈硬化を予防することが
基本です。それには、減塩、動物性脂肪を控える、酸化を
防ぐ目的でビタミンＥやビタミンＣを摂取する、禁煙、適
度な飲酒、適度な運動、ストレスをためないなどに努力し
ましょう！

苫前クリニック院長　小野　哲郎

病院へ行ったほうがよいかどうか、
判断に迷ったとき
自分の知っている対処方法が、
正しいかどうか不安なとき
お電話下さい。
ベテランの看護師が
電話で相談に応じます。

受診可能な医療機関の情報は
北海道救急医療情報案内センター
フリーダイヤル0120-20-8699

若しくは011-221-8699

脳　梗　塞
夜 間 の 子 ど も の 急 病 に ！

プッシュ回線の固定電話から局番なしの

小児救急電話相談

＃ 8 0 0 0
携帯電話・ＰＨＳ・ダイヤル回線からは

平日夜間／19：00～23：00
※土・日・祝日・年末年始（12/29～1/3）は休みです。

011－232－1599

◇
風
邪
は
万
病
の
も
と

◇
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

摂
取
量
ア
ッ
プ

◇
睡
眠
時
間
を

た
っ
ぷ
り
と
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

み
ん
な
の
国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
の
保
険
税
を
長
い
間
滞
納

し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
。

Ａ
　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
間
以
上
保

険
税
を
滞
納
し
、
納
付
相
談
に
も
応

じ
ず
、
ま
た
納
税
誓
約
し
た
内
容
を

履
行
し
な
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
他

の
加
入
世
帯
と
の
公
平
性
を
考
慮
し

そ
の
滞
納
額
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し

―

滞
納
し
た
保
険
税
が
完
納
さ
れ
た
と
き
や
滞
納

額
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
、
ま
た
、
特
別
な

事
情
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
あ
ら
た
め
て

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
保
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め

る
保
険
税
で
運
営
さ
れ
る
の
が
大
原

則
で
す
が
、
誰
に
で
も
や
む
を
得
な

い
事
情
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
も
の
で
す
。

災
害
や
病
気
の
ほ
か
、
失
業
な
ど

で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
り
、
そ

の
ほ
か
特
別
な
事
情
で
保
険
税
が
収

め
ら
れ
な
く
な
る
と
き
に
は
、
保
険

税
の
納
付
を
一
時
猶
予
し
た
り
、
分

割
納
付
に
す
る
な
ど
、
納
付
方
法
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
事

前
に
国
保
担
当
窓
口
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
！

お問い合わせ先
苫前町役場総務財政課税務係
TEL 0164-64-2213（内線215）まで

介 護 保 険 料 に つ い て

Ｑ　６５歳以上の方（第１号保険料）
の納め方を教えてください。

※年度（４月１日～翌年３月３１日）の途中で転入されたり、６５歳にな
った方については、普通徴収の納入方法となりますが、事由発生日の６
ヶ月から１２ヶ月後には特別徴収となります。

Ａ　保険料の納め方は年金額等に
よって次のようになります。

介護保険の財源は、公費（50％）

と６５歳以上の方が納める『第１号

保険料』（18％）、４０歳～６４歳の

方が納める『第２号保険料』（32％）

でまかなわれています。

介護サービスを充分に整えるた

め、そして介護が必要になったとき

に誰もが安心してサービスを利用で

きるように、保険料の納付にご理解

とご協力をお願いします。

区　分

特別徴収

対　　象　　者 納 入 方 法

○年金額が年額18万円以
上の支給がある方

○年金額が年額18万円未
満の支給の方

年金より天引きされます。

役場から送付される納付
書により支払いします。

普通徴収



一
月
十
二
日
役
場
町
長
室
に
て
、
本

町
を
担
当
す
る
人
権
擁
護
委
員
の
辞
令

交
付
が
行
わ
れ
、
大
矢
根
正
春
さ
ん
へ

総
務
大
臣
か
ら
の
辞
令
が
町
長
よ
り
伝

達
さ
れ
た
。

大
矢
根
さ
ん
は
、
平
成
九
年
に
任

命
さ
れ
て
以
来
、
今
回
が
四
期
目

（
任
期
三
年
）。
現
在
、
留
萌
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
に
お
い
て
、
男
女
共

同
参
画
委
員
を
務
め
、
各
種
会
議
へ

も
参
加
し
、
社
会
教
育
課
と
の
連
携

に
よ
り
、
女
性
の
社
会
参
加
推
進
を

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
相
談
件

数
は
昨
年
三
件
あ
り
、
近
年
遺
言
の

相
談
が
増
え
て
お
り
、
高
齢
化
に
伴

う
家
族
と
の
関
係
が
薄
れ
、
不
安
を

感
じ
る
高
齢
者
や
家
族
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。
辞
令
を
受
け
大
矢
根
さ

ん
は
「
行
政
へ
の
相
談
も
あ
り
、
関

係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

総
務
省
で
は
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
行
政
に
反
映
す
る
た
め
に
「
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
満

二
〇
歳
以
上
（
平
成
十
八
年
四
月
一

日
現
在
）
の
方
で
、
以
下
の
活
動
を

行
う
こ
と
が
可
能
な
方
。
た
だ
し
、

総
務
省
及
び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤

務
経
験
の
あ
る
方
並
び
に
そ
の
家
族

を
除
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
回
答

②
総
務
省
が
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
出
席
（
道
内
二
か
所
で
年

１
回
、
平
日
開
催
予
定
）

◆
委
嘱
期
間

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

十
九
年
三
月
三
十
一
日
の
一
年
間

◆
募
集
人
員

北
海
道
内
で
八
〇
名
（
全
国
千
名
）

◆
応
募
期
間

平
成
十
八
年
二
月
二
十
日
ま
で

◆
応
募
方
法

役
場
若
し
く
は
、
古
丹
別
支
所
の

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
募
集
要
項
を
参
照

い
た
だ
く
か
、
北
海
道
通
信
局
情
報

通
信
部
電
気
通
信
事
業
課
（
℡
〇
一

一
―
七
〇
九
―
二
三
一
一
内
線
四
七

〇
五
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

平
成
十
八
年
に
お
け
る
各
町
内
会

の
新
た
な
駐
在
員
が
決
ま
り
、
町
よ

り
辞
令
交
付
を
受
け
た
方
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

▽
力
昼
＝
鈴
木
光
雄
、
▽
上
平
＝
伊

勢
文
雄
、
▽
港
＝
泉
幸
一
、
▽
苫

前
＝
工
藤
博
朋
、
▽
栄
浜
＝
石
川
幸

夫
、
▽
豊
浦
＝
古
谷
カ
ズ
子
、
▽
興

津
＝
伊
藤
昌
栄
、
▽
昭
和
＝
山
本
富

治
、
▽
旭
＝
糸
川
啓
士
、
▽
香
川
＝

大
西
茂
、
▽
長
島
＝
上
田
博
和
、
▽

古
丹
別
＝
堀
治
、
▽
九
重
＝
柴
田
邦

夫
、
▽
三
渓
＝
工
藤
盛
、
▽
岩
見
＝

土
田
真
春
、
▽
東
川
＝
合
田
英
一
、

▽
小
川
＝
小
澤
肇

今
年
一
年
間
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

大
矢
根
正
春
氏
再
任

最近、大手金融機関などを装って、「お金を貸
します」といった内容の偽者ＤＭ（ダイレクト
メール）や携帯メール等を送りつけて、保証金
や保険金名目でお金を騙し取る新手の手口が急
増しています。
このような詐欺行為を「貸します詐欺」とい
います。被害にあわないよう十分ご注意下さい。

取引関係のないところから突然送られてく
る「お金貸します」とのダイレクトメール
（ＤＭ）・携帯メールなどに注意！
特に、低金利で、しかも高額を貸し付ける

かのような広告。

「騙されないための心構え三か条」

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

辞令の伝達を受ける大矢根正春氏

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集
中

新
た
な
駐
在
員
が

決
ま
り
ま
し
た

『貸します詐欺』に　　
ご注意を！

ポイント１

融資をする前に、様々な口実でお金を振り
込ませようとする手口に注意。
保証料、保険料などの名目で必ずお金を要

求してきます。

ポイント２

「貸します詐欺」かも知れないと感じたら、
送金の前に問い合わせを。

（東京都貸金業対策課）
平日：午前9時～12時、午後1時～4時30分

※夜間・休日は、留守番電話の「受付ダイヤル」
になります。

ポイント３

「貸します詐欺」被害ホットライン

03－5320－477503－5320－4775

苫前町の交通事故情報
平成17年12月末現在

交通事故死ゼロ日数は

12月31日現在で609日

発生件数

１０件

死者数

０人

負傷者数

１２人

広報とままえ　２月号 12頁
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旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局
の
管

轄
す
る
商
業
・
法
人
冬
季
事
務
は
、

平
成
十
八
年
二
月
十
三
日
か
ら
、
順

次
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
処
理
し
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
登
記
簿
謄
本
・
抄

本
に
替
え
て
「
登
記
事
項
証
明
書
」

を
、
登
記
簿
の
閲
覧
に
替
え
て
「
登

記
事
項
要
約
書
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
発
行
し
ま
す
。

商
業
法
人
登
記
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理

全
国
の
法
務
局
で
は
、
平
成
十
八

年
一
月
二
十
日
か
ら
筆
界
特
定
制
度

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

筆
界
特
定
と
は
、
一
筆
の
土
地
及

び
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
土
地
に
お

い
て
、
登
記
上
の
筆
界
を
現
地
で
特

定
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

筆
界
特
定
の
申
請
を
で
き
る
の

は
、
筆
界
の
位
置
が
不
明
、
筆
界
で

の
隣
接
地
の
所
有
者
と
の
間
に
争
い

が
あ
る
場
合
な
ど
で
、
申
請
人
と
な

れ
る
の
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
と

な
り
ま
す
。

申
請
に
お
け
る
経
費
は
、
申
請
手

数
料
と
筆
界
を
特
定
す
る
た
め
測
量

す
る
場
合
の
経
費
な
ど
で
す
。

筆
界
特
定
制
度
が
施
行

今
回
は
「
風
雪
・
暴
風
雪
」
に
つ
い

て
の
お
話
し
で
す
。

「
大
雪
注
意
報
・
警
報
」
は
、
降
雪

量
に
よ
っ
て
発
表
し
ま
す
が
、
今
回
の

「
風
雪
・
暴
風
雪
」
は
、
風
の
強
さ
と

降
雪
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

風
雪
注
意
報
は
、
上
川
地
方
で

10

m/s
以
上
、
留
萌
地
方
で
は
陸
上
で
11
m/s

以
上
、海
上
で
15
m/s
以
上
の
風
が
吹
き
、

降
雪
に
よ
り
見
通
し
が
数
百
ｍ
以
下
と

な
る
場
合
に
、
発
表
し
ま
す
。

暴
風
雪
警
報
は
、
上
川
地
方
で
16
m/s

以
上
、
留
萌
地
方
で
は
陸
上
で
18
m/s
以

上
、
海
上
で
25
m/s
以
上
の
風
が
吹
き
、

降
雪
に
よ
り
見
通
し
が
数
百
ｍ
以
下
と

毎
年
、
冬
に
な
る
と
屋
根
に
積
も

っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
が
落
ち
て
歩

行
者
が
ケ
ガ
を
し
た
り
、
死
亡
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冬
期
間
を
円
滑

に
事
故
な
く
過
ご
す
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

◆
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道
路

に
落
ち
る
建
物
は
、
事
故
を
避
け

る
た
め
の
雪
止
め
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
設
置
し
た
雪
止
め
は
、
必
ず
点
検

し
、
悪
い
と
こ
ろ
は
早
め
に
修
繕

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
気
温
が
上
昇
し
た
と
き
は
落
ち
や

す
い
状
態
と
な
る
た
め
、
早
め
に

落
と
す
よ
う
に
し
、
落
と
す
と
き

は
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
に

十
分
注
意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
屋
根
か
ら
の
大
量
の
落
雪
時
は
、

直
ち
に
事
故
が
な
い
か
確

認
し
、
通
行
の
妨
げ
に
な

ら
ぬ
よ
う
速
や
か
に
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軒
下
の
通
行
は
、
落
雪
に
十
分
注

意
を
払
い
、
軒
下
で
は
子
供
を
絶

対
遊
ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

留
萌
開
発
建
設
部

留
萌
土
木
現
業
所

羽

幌

警

察

署

苫

前

町

《
お
問
合
せ
先
》

旭
川
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
〇
一
六
六
―
五
三
―
二
三
一
一

旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

℡
〇
一
六
四
―
四
二
―
〇
四
九
二

な
る
場
合
に
発
表
し
て
、
吹
雪
や
吹
き

溜
ま
り
に
よ
る
交
通
障
害
等
の
注
意
や

警
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

注意報や警報などの気
象情報は、テレビやラ
ジオのほか、インター
ネットのホームぺージ
でもご覧になれます。

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

山
本
　
　
武
（
91
歳
）
12
月
24
日

苫
　
前

橋
場
　
一
雄
（
67
歳
）
１
月
12
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

伊
　
藤
　
慎
　
吾
（

旭
　
）
深
　
瀬
　
和
　
美
（
留
萌
市
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
旭
川
市
　
西
野
谷
　
滋
　
雄
　
様

○
苫
前
ど
ん
と
焼
き
奉
賛
会
会
長

高
　
崎
　
泰
　
知
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
豊
　
浦
　
古
　
谷
　
カ
ズ
子

様

○
苫
　
前
　
山
　
本
　
ハ
ナ
子

様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
豊
浦
町
内
会
・
港
町
内
会
）

○
豊
　
浦
　
古
　
谷
　
カ
ズ
子

様

（
は
ま
な
す
ク
ラ
ブ
・
苫
前
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

○
苫
　
前
　
山
　
本
　
ハ
ナ
子

様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

法
務
局
か
ら
の
お
し
ら
せ

気
象
台
一
口
メ
モ

「
風
雪
・
暴
風
雪
」

旭川地方気象台ＨＰアドレス
http://sapporo-jma.go.jp/ah/asahika/

web/asa-index.html
問合せ先
旭川地方気象台防災業務課まで
電話０１６６―３２―７１０２

歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島
の四島は、日本固有の領土です。

２月７日はわが国固有の北方領土が国際法上からも明らかに
された日であり、平和と友好のうちに領土問題の解決を望んで
いる返還要求運動の趣旨に、最もよい日として選ばれました。

四島還れ！祈りを声に！行動に！

2月7日は「北方領土の日」

違法、迷惑駐車は、
○道路を狭くし、交通の流れを乱します。
○追突や交差点の事故のきっかけをつくります。
○緊急車両の活動を妨げます。
○歩行者事故、車両単独事故の原因になります。
○道路作業の大きな障害となります。
○除排雪作業などの障害になります。

羽　幌　警　察　署
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風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１月～12月分）
４９，５６７，３８７円

平成17年12月分の実績
・供給電力量

４５４，５８０ｋＷｈ
５，７０３，８４２円

（設備利用率２６．０９％）

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
除
夜

の
鐘
を
皆
で
楽
し
む
。
そ
ん
な
取
り

組
み
が
毎
年
大
晦
日
に
、
大
林
寺
で

行
わ
れ
て
る
。
鐘
の
音
が
聞
こ
え
、

顔
を
出
し
て
み
る
と
地
域
の
子
ど
も

た
ち
や
住
民
が
集
ま
り
、「
来
年
も

健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
の

願
い
を
込
め
、
ゴ
〜
ン
と
い
う
音
高

ら
か
に
街
中
に
響
き
渡
ら
せ
て
い

た
。
年
末
の
耐
震
偽
造
問
題
や
年
明

け
の
ラ
イ
ブ
ド
ア
問
題
な
ど
騒
が
し

い
世
の
中
で
、
静
寂
の
中
の
鐘
の
音

が
、
ゆ
っ
く
り
と
新
年
を
迎
え
て
い

っ
た
。
そ
こ
で
振
舞
わ
れ
た
甘
酒
は
、

温
か
く
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

広
報
新
春
号
「
平
成
十
六
年
度
決

算
」
に
お
い
て
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
借
入
金
「
一
五
億
三
、
九
四

七
万
円
」を「
一
億
五
、
九
四
七
万
円
」

と
誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
　
詫
　
び
　

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保
育所（園）や小中学校の園
児や児童生徒の作品を紹介
します。ひとりでも多くの
作品を紹介したいと思って
います。
３月号の予定は古丹別小学
校の児童のみなさんです。

苫前中学校生徒の作品

『立体的な平面構成』

デザインを考える
のに苦労しました。
でも、しっかりと
良いものができた
ので良かったです。

３年

星　大喜くん　

『立体的な平面構成』

とても細かい作業で
色を少しずつ変え、
線もミリ単位で違う
のでとても大変でし
た。

３年

籾山　憂気くん

『絵文字』

この作品は３匹の
こぶたを絵文字に
しました。三の３
本を上手く使って
表現できました。

１年

村本　茜さん　

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『絵文字』

工夫した所は「田」
の中に畑の絵を描
いたところです。
一生懸命描きまし
た。

１年

小野田紘子さん

『自画像』

髪の毛を筆１本
１本、３色使っ
て描くのが大変
でした。肌の色
はとてもきれい
に塗ることが出
来ました。

３年

木村　留美さん

『自画像』

顔色を調節す
るのが難しか
ったです。髪
の色を細かく
塗るを頑張り
ました。

３年

石川　瑞樹さん

『フリース』

フードを縫い
付けるのが大
変でした。失
敗もあるけど
うまくできた
と思います。

２年

長澤　圭宏くん

『フリース』

フリースは、
袖が上手く出
来ました。フ
ードをもう少
し丁寧に仕上
げればよかっ
たです。

２年

佐々木恵里さん


